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国
立
劇
場
が
開
場
し
た
の
五
『
昭
和
四
一
年
―
一
月
の
こ
と
で
あ
こ
こ
に
い
う
「
わ
が
国
古
来
の
伝
統
的
な
芸
能
」
と
は
r

歌
舞
伎
、

る
。
今
日
ま
で
の
一
六
年
間
に
、
「
犀
立
劇
場
法
」
第
一
条
に
明
記
さ
能
・
狂
言
、
文
楽
（
人
形
浄
瑠
璃
）
、
舞
踊
、
邦
楽
r

雅
楽
（
舞
楽
＇
管

れ
て
い
る
「
主
と
し
て
わ
が
国
古
来
の
伝
統
的
な
芸
能
の
公
開
、
伝
承
絃
）
、
声
明
、
民
俗
芸
能
、
話
芸
な
ど
を
含
む
。

者
の
養
成
、
調
査
研
究
等
を
行
い
そ
の
保
存
及
び
振
輿
を
図
り
f
も
国
立
劇
場
で
は

r

お
お
む
ね
近
世
以
前
に
誕
生
し
て
今
日
に
伝
え
ら

っ
て
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
い
う
目
的
に
添
っ
て

r

大
別
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
芸
能
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
伝
承
さ
れ
て

し
て
次
の
四
部
門
の
諸
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。
き
た
演
出
や
演
技
を
尊
重
し
な
が
ら
f
正
し
く
維
持
し
保
存
し
て
い
く

一
伝
統
芸
能
の
自
主
公
演
と
、
施
設
貸
与
に
よ
る
伝
統
芸
能
の
保
こ
と
を
旨
と
し
て
公
開
し
て
い
る
。
歌
舞
伎
や
文
楽
の
演
目
の
な
か
に

護
育
成
。
そ
れ
ら
を
支
え
る
観
客
層
の
開
発
と
拡
大
。
は
準
伺
を
積
み
重
ね
て
復
活
上
演
し
た
も
の
も
あ
り

r

古
譜
を
解
院

二
芸
能
伝
承
者
の
存
続
を
目
的
と
し
た
養
成
事
業
。
し
、
古
楽
器
を
復
元
し
て
演
奏
し
た
歌
詞
や
管
絃
、
伶
楽
な
ど
も
あ
る
。

三
調
査
・
研
究
。
資
料
の
収
集
と
展
示
。
上
涼
資
料
集
や
記
録
の
邦
楽
や
民
俗
芸
能
の
な
か
に
は
r

伝
承
者
が
き
わ
め
て
数
少
な
く
、
こ

作
製
お
よ
び
「
近
代
歌
舞
伎
年
代
記
」
等
の
緬
纂
。
の
ま
ま
で
は
絶
減
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
芸

四
伝
統
芸
餡
の
普
及
。
振
興
の
た
め
の
出
版
。
映
画
の
作
製
、
諧
能
を
藍
生
さ
せ
、
そ
の
保
存
を
諧
じ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
。

演

会

や

映

画

会

の

開

催

な

ど

。

「

国

立

劇

場

業

務

方

法

書

」

に

、

一

年

間

に

公

開

す

る

各

種

の

伝

統

育
て
て
f

芸
能
の
公
演
日
数
を
、
雅
楽
一
日
、
文
楽
四

0
日
、
歌
舞
伎
一
五

0
日、

邦
楽
・
舞
踊
一
〇
旦
民
俗
芸
能
二
日
、
大
衆
芸
能
（
昭
和
五
四
年
以

降
）
一

0
0日
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
r

開
場
以
来
｀
．
毎
年
こ

の
日
数
以
上
の
公
演
を
各
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
こ
の
よ
う
に
多
糖
多
様
な
伝
統
芸
能
が
、
歴
史
の
発
展
段

階
に
応
じ
て
つ
ね
に
創
造
を
加
え
つ
つ
、
前
代
以
前
の
伝
続
を
重
層
的

に
集
大
成
し
な
が
ら
r

併
存
し
て
継
承
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ

る
。
そ
れ
で
、
国
立
測
楊
で
は
た
だ
単
に
伝
統
芸
能
の
保
存
だ
け
を
意

図
す
る
の
で
は
な
く
、
古
典
的
な
演
出
や
技
法
、
焦
形
の
「
国
」
を
基

盤
と
し
た
新
し
い
作
品
の
上
旗
息
試
憂
伝
統
芸
能
を
現
代
に
活
か

し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
あ
わ
せ
て
心
が
け
て
い
る
。

開
場
以
来
の
一
六
年
間
に
、
大
劇
場
（
一
七
四
六
席
）
、
小
劇
場
（
六

三
0
席
）
、
演
芸
場
（
三
0
0席
）
で
催
し
た
伝
統
的
な
芸
能
の
自
主
公

演
は
、
合
計
六
五

0
公
演
（
昭
和
五
七
年
一

0
月
末
現
在
）
に
達
す
る
。

伝
統
芸
能
の
「
保
存
及
び
振
興
」
を
図
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
、

と
か
く
こ
う
し
た
芸
能
に
接
触
す
る
機
会
が
少
な
く
、
ま
た
近
づ
く
楔

会
が
十
分
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
若
い
層
の
観
客
に
積
極
的
に
鑑
賞

す
る
場
を
提
供
し
て
r

そ
の
魅
力
に
ふ
れ
て
身
近
か
に
醍
醐
味
を
味
わ

っ
て
も
ら
う
と
い
う
公
演
を
企
画
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
愛
好
者
を

伝
統
芸
能
を
支
え
る
健
全
な
観
客
を
意
誠
的
に
開
発
し
、
支

持
者
層
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
な
課
題
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
各
々
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
℃
開
始
し
た
時
期
に
は
差
異
が

あ
る
が
、
国
立
劇
場
が
「
伝
統
芸
能
の
鑑
賞
教
室
」
を
開
催
す
る
に
際

し
て
抱
い
て
い
た
意
図
は
、
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
次

に
r

順
を
追
っ
て
紹
介
し
よ
う
。

歌
舞
伎
鑑
賞
教
室

開
場
の
翌
年
七
月
に
「
高
校
生
の
た
め
の
歌
舞
伎
教
室
」
の
名
称

で
、
近
松
門
左
衛
門
作
「
国
性
爺
合
戦
」
（
孝
夫
、
男
女
蔵
二
秀
太
郎
他
、

解
説
秀
公
、
料
金
―

1
0
0
円
）
を
上
演
し
た
の
が
第
一
回
目
で
あ
る
。
は

じ
め
ほ
二

0
日
間
四

0
回
の
公
演
で
、
約
ヒ
万
人
近
い
高
校
生
が
、
解

説
を
聞
き
、
な
ま
の
舞
台
を
鑑
賞
し
た
。
昭
和
五
二
年
の
第
一
―
回

「
鳴
神
」
（
海
老
蔵
、
藤
十
郎
、
菊
蔵
他
、
解
説
半
四
郎
）
ま
で
は
、
七
月

の
恒
例
行
事
と
し
て
続
け
て
き
た
の
だ
が
、
観
劇
を
希
望
す
る
学
生
や

一
般
観
客
が
殺
到
し
、
一
か
月
だ
け
の
催
し
で
は
収
容
し
き
れ
な
く
な

っ
た
た
め
、
昭
和
五
三
年
か
ら
は
六
、
七
月
の
二
か
月
間
に
拡
大
し

て
f
名
称
怠
「
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
」
と
改
め
て
、
今
年
の
七
月
ま
で
に

三
回
開
催
し
て
き
た
。
毎
回
ほ
と
ん
ど

1
0
0％
前
後
の
観
客
を
収

容
し
て
き
た
の
で
、
一
六
年
間
に
一
五

0
万
人
近
い
人
た
ち
が
参
加
し

た
こ
と
に
な
る
。

昭
和
四
五
年
七
月
の
「
恨
名
手
本
忠
臣
蔵
」
五
・
六
段
目
（
菊
之
助
、

辰
之
助
、
玉
三
郎
他
、
解
説
菊
蔵
）
か
ら
は
、
東
京
公
演
の
あ
と
横
浜
の

神
奈
川
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
移
動
し
て
、
三
日
間
六
回
の

公
演
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
七
月
の
近
松
門
左
衛
門
作
「
平
家
女
護

島
」
（
吉
右
術
門
、
八
十
助
他
、
解
説
半
四
郎
、
料
金
八

0
0
円
）
で
、
一
五

室

藤

波

隆

之
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検
討
し
た
企
画
の
あ
と
、
「
女
方
」
、
「
立
役
」
の
各
論
に
移
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
実
技
を
分
解
し
た
解
説
を
は
さ
ん
で
、
主
題
に
相
応
し
た
演

目
を
二
曲
選
ん
で
鑑
賞
す
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

邦
楽
鑑
賞
教
室

無
踊
の
教
室
と
同
様
に
学
生
を
ふ
く
め
た
一
般
観
客
を
対
象
に
、
昭

和
五
二
年
か
ら
計
両
し
、
す
で
に
八
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

「
三
味
線
と
等
ー
地
歌
と
第
曲
ー
」
、
「
長
唄
の
歴
史
と
特
色
」
、
「
義
太

夫
節
の
仕
組
み
と
特
徴
」

r

「
常
磐
津
•
清
元
の
味
わ
い
方
」
f
「
新
内
節

の
魅
力
」

r

「
日
本
音
楽
の
特
色
ー
箪
曲
の
歩
み
ー
」
と
い
う
よ
う
に
、

毎
回
そ
れ
ぞ
れ
主
題
を
設
定
し
て
、
解
説
と
座
談
会
の
あ
と
、
名
曲
を

鑑
賞
す
る
。
邦
楽
の
主
要
な
種
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
音

楽
的
な
魅
力
を
解
説
し
た
う
え
で
の
鑑
賞
会
で
あ
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど

満
員
に
近
い
観
客
に
好
感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

雅
楽
鑑
賞
教
室

日
本
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
芸
能
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
古
い
歴
史

を
も
つ
雅
楽
を
、
ど
の
よ
う
に
味
わ
い
、
ま
た
理
解
し
た
ら
い
い
の

か
ひ
ろ
く
そ
の
開
催
を
求
め
ら
れ
て
い
た
鑑
賞
教
室
で
あ
る
。
雅
楽

の
種
類
と
歴
史
、
音
楽
と
し
て
の
特
徴
、
楽
器
編
成
、
楽
器
の
構
造
と

そ
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
、
第
一
部
管
絃
f
第
二
部
舞
楽
の
番
組
立

で
、
そ
れ
ぞ
れ
懇
切
な
解
説
の
あ
と
に
実
演
を
行
っ
て
い
る
。
す
で
に

四
回
に
わ
た
っ
て
実
旋
し
て
き
た
が
、
参
加
を
希
望
す
る
高
校
も
あ
っ

て
、
大
劇
場
て
追
加
公
演
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

’
 

回
を
終
え
て
い
る
。

観
衆
の
大
部
分
を
占
め
る
高
校
生
が
、
生
ま
れ
て
ほ
じ
め
て
歌
舞
伎

を
見
る
槻
会
で
も
あ
る
の
で
、
上
演
す
る
演
目
は
、
歌
舞
伎
狂
言
の
な

か
の
代
表
的
な
名
作
を
選
び
、
若
い
観
客
と
の
親
近
感
を
重
ん
じ
て
f

第
一
線
の
若
手
俳
優
を
起
用
し
て
い
る
。
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
に
接
し
て
、

と
か
く
早
い
テ
ン
ボ
を
好
む
高
校
生
に
と
っ
て

r

現
在
の
生
活
様
式
か

ら
難
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
な
歌
舞
伎
を
な
じ
み
や
す
く
鑑
賞

で
き
る
よ
う
塁
開
幕
に
先
立
っ
て
三

0
分
ほ
ど
の
「
解
説
」
を
つ
け

r

そ
れ
か
ら
公
演
に
移
る
と
い
う
形
式
で
、
す
べ
て
を
二
時
間
半
程
度
に

お
さ
め
て
い
る
。
「
歌
舞
伎
の
み
か
た
」
と
名
づ
け
た
こ
の
「
解
説
」

で
、
歌
舞
伎
の
な
り
た
ち
、
基
本
や
約
束
事
、
時
代
物
と
世
話
物
の
演

技
や
発
声
の
違
い
下
座
音
楽
、
立
廻
り
、
扮
装
、
舞
台
極
構
：
。
。
・
・
な

ど
を
、
実
演
を
交
え
て
f
わ
か
り
や
す
＞
＼
親
し
み
や
す
く
説
明
し
、

つ
づ
い
て
鑑
賞
＇
ず
る
舞
台
の
内
容
、
み
と
こ
ろ

r

味
わ
い
方
な
ど
の
解

説
も
行
っ
て
い
る
。
入
場
料
金
危
つ
と
め
て
安
く
す
る
よ
う
に
心
が
げ

て
い
る
。

文
楽
鑑
賞
教
室

昭
和
四
四
年
九
月
に
「
壺
坂
霊
験
記
」
を
と
り
あ
げ
て
以
来

r

今
年

―
二
月
の
「
伊
賀
越
道
中
双
六
」
で
一
四
回
目
を
迎
え
る
。
文
楽
の
教

室
で
も
、
「
曾
根
崎
心
中
」
、
「
新
版
歌
祭
文
」
、
「
骨
三
閏
堂
棟
由
来
」
、

「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」

r

「
傾
城
恋
飛
脚
」
な
ど

r

続
し
み
や
す
い
有
名

狂
言
の
実
演
の
前
に
映
画
「
文
楽
」
（
国
立
劇
場
が
企
画
。
制
作
し
た
文

（
国
立
劇
場
芸
能
部
長
）

楽
の
鑑
賃
手
引
き
の
映
画
で
、
三
巻
三

0
分
）
と
、
解
説
「
義
太
夫
節
に
つ

い
て
」
を
つ
け
て

r

―
二
月
中
旬
に
九
日
間
一
八
回
の
公
演
を
行
っ
て

い
る
。
入
場
料
金
は
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
と
同
額
で

r

昨
年
ま
で
に
約
一

二
万
人
余
の
観
客
を
動
員
し
た
。

こ
こ
―
―
-
、
四
年
に
お
け
る
文
楽
の
東
京
に
お
け
る
一
般
公
演
に
つ
い

て
み
る
と

r

い
ち
じ
る
し
く
観
客
層
の
若
返
り
が
み
ら
れ
る
。
一
昨
年

か
ら
f
一
一
月
の
本
公
演
に
近
松
門
左
衛
門
の
代
表
的
な
世
話
浄
瑠
璃
三

本
を
選
ん
で
、
二
時
間
前
後
の
―
―
一
部
制
公
演
を
廉
価
で
行
っ
て
い
る

足
学
生
や
若
い
観
客
が
目
立
ち

r

文
楽
の
鑑
賞
教
室
が
支
持
者
の
底

辺
を
拡
げ
る
の
に
役
立
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
太
夫
。
三
味
線

。
人
形
の
三
業
が
一
体
と
な
っ
て
、
劇
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
浄
瑠
璃

を
、
豊
か
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
表
現
す
る
と
こ
る
に
、
若
い
人
た
ち
は

驚
き
と
新
鮮
な
感
動
を
覚
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

舞
踊
鑑
賞
敦
室

歌
舞
伎
、
文
楽
の
教
室
に
遅
れ
て
f
昭
和
五
二
年
か
ら
年
に
一
回

（
五
三
年
度
だ
け
は
二
回
）
「
歌
舞
伎
舞
踊
の
味
わ
い
方
」
の
タ
イ
ト
ル
で

行
っ
て
い
る
。
江
戸
期
の
文
化
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
女
方
舞
踊

と
立
役
の
舞
踊
の
歴
史
、
舞
踊
の
面
白
さ
を
さ
ぐ
る
総
論
と
も
い
え
る

第
一
回
目
の
あ
と
、
お
ど
り
の
構
造
（
置
浄
瑠
璃
、
出
端
、
口
説
’
踊
り
地
JP

チ
ラ
ン
）
と
仕
組
み
、
そ
の
技
法
を
二
、
三
回
目
に
と
り
あ
げ
た
。
莞

と
踊
の
技
法
の
違
い
を
理
解
す
る
た
め
に
、
「
座
敷
舞
」
の
様
式
と
f

上
方
に
お
け
る
四
流
（
井
上
、
楳
茂
都
、
山
村
、
吉
村
）
の
特
色
を
比

演
芸
鑑
賞
教
室

話
芸
を
中
心
に
公
開
を
行
っ
て
い
る
演
芸
場
は
、
昭
和
五
四
年
三
月

に
開
場
し
た
が
、
五
五
年
度
か
ら
年
に

l

度
、
主
と
し
て
高
校
生
を
対

象
と
す
る
教
室
公
演
を
計
画
し
た
。
寄
席
囃
子
の
な
り
た
ち
と
、
話
芸

の
歴
史
、
江
戸
と
上
方
の
違
い
な
ど
を
、
落
語
家
が
興
味
深
く
実
演
を

交
え
て
解
説
し
た
あ
と
、
落
語
、
講
談
な
ど
、
人
気
の
あ
る
顔
ぶ
れ
を

揃
え
て
｝
．
料
金
も
五

0
0円
以
下
に
お
さ
え
て
催
し
て
い
る
。
庶
民
に

親
し
ま
れ
て
き
た
巷
間
の
話
芸
に
、
爆
笑
の
渦
が
ひ
ろ
が
り
、
高
座
と

客
席
が
ひ
と
つ
に
溶
げ
あ
っ
た
微
笑
し
い
光
景
の
み
ら
れ
る
楽
し
い
教

室
で
あ
る
。

民
俗
芸
能
鑑
賞
教
室

今
年
の
一
月
か
ら
は
じ
め
た
も
っ
と
も
新
し
い
鑑
賞
教
室
で
、
一
回

目
は
「
人
形
芝
居
の
伝
統
」
を
と
り
あ
げ
た
。
人
形
芝
居
の
系
譜
と
そ

の
伝
統
の
継
承
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
講
演
と
鼎
談
を
は
さ
ん
で
、
糸
操

り
、
車
人
形
、
乙
女
文
楽
な
ど
の
伝
統
的
な
技
法
に
よ
る
濱
目
と
、
新

車
人
形
や
人
形
劇
団
。
フ
ー
ク
の
新
し
い
展
開
を
試
み
た
作
品
を
、
対
比

し
て
鑑
賞
す
る
機
会
を
設
け
た
。
―
二
月
四
日
に
は
、
「
民
俗
芸
能
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
」
と
い
う
主
題
で
、
愛
知
県
北
部
の
奥
三
河
か
ら

「
花
祭
り
」
の
演
者
を
招
い
て

r

第
二
回
目
の
計
画
を
ず
す
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
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座
談
会

特
集

幼
児
期
の
教
育

生
涯
敦
育
の
中
の
幼
児
期
の
教
育

波
多
野
完
治

幼
児
期
の
教
育
の
課
題
と
今
後
の
在
り
方

（

出

席

者

）

塩

美

佐

枝

。

津

守

真

。

萩

原

元

昭

一

深

谷

和

子

。

（

司

会

）

大

谷

利

治

一

八

現

代

の

幼

児

＞

一

幼

児

の

精

神

発

達

と

敦

育

詫

摩

武

俊

―

幼

児

の

身

体

発

達

と

教

育

巷

野

悟

郎

現

代

家

庭

の

特

性

と

幼

児

期

の

敦

育

望

月

嵩

一

現

代

の

幼

児

と

幼

椎

園

教

育

藤

野

敬

子

―

解
説
・
資
料

家
庭
敦
育
振
興
施
策
に
つ
い
て
社
会
敦
育
局
婦
人
教
育
課

幼
稚
園
教
育
の
現
訣
と
当
面
す
る
問
題
点

初
等
中
等
教
育
局
幼
稚
回
教
育
課
一

事
例
紹
介

私
立
ひ
か
り
幼
稚
園
（
埼
玉
県
）

青
森
県
教
育
委
員
会
社
会
敦
育
課

「

9

|

1

次

与L
J 

目

げ
ー
、砂

後
一
記
一

-
9
9
9
9
9
,
 

▽
都
市
化
、
機
械
化
が
進
ん
で
p
私
た
ち
の

生
活
ぱ
一
面
で
確
か
に
便
利
で
合
理
的
に
な

っ
た
が
、
反
面
、
「
昔
は
よ
か
っ
た
」
と
い

う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の

o

.

帽

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
次
々
と
古
き
よ
き
も

の
が
消
え
て
い
く
こ
と
に
、
一
抹
の
寂
し
さ

を
感
じ
る
。

▽
文
化
財
愛
護
と
い
う
こ
と
に
は
、
幸
い
多

く
の
人
々
の
関
心
が
向
け
ら
れ
、
各
地
で
様

々
な
活
動
が
推
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
近

年
、
博
物
館
や
歴
史
民
俗
資
料
舘
な
ど
を
達

設
し
て
、
散
逸
、
消
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
文
化
財
を
守
ろ
う
と
す
る
意
織
の
盛

り
上
が
り
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
喜

ば
し
い
。
し
か
し
、
肝
心
な
の
は
、
文
化
財

を
一
堂
に
集
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
を

い
か
に
活
用
し
て
｀
地
域
住
民
の
敦
育
，
文

化
の
向
上
に
役
立
て
る
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
物
賀
文
明
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
今
、

.. 

先
人
の
築
い
た
文
化
に
触
れ
る
こ
と
は
、
新

し
い
文
化
を
創
造
し
て
い
く
上
で
も
非
常
に

意
義
深
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

▽
先
の
逍
常
国
会
で
、
い
わ
ゆ
る
「
外
国
人

敦
員
任
用
法
」
が
成
立
し
た
。
関
係
者
の
長

年
の
懸
案
で
あ
っ
た
こ
の
法
律
の
制
定
に
よ

っ
て
、
教
育
・
学
術
面
で
の
国
際
交
流
の
一

層
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
耽
日
米
国
大
使
を
は
じ
め
お
忙
し
い
中

を
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
、
心
か
ら

感

謝

い

た

し

ま

す

。

（

企

画

室

）
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